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[ 横浜市民ギャラリーあざみ野 ] 

平成 29 年度業務計画及び収支予算 
[ 公益財団法人横浜市芸術文化振興財団 ] 

 

※ 文中の事業欄において、 

●：主催事業。○：共催事業  

を示します。 

※ 文中の達成指標欄において、 

□：定量的指標。■：定性的指標 

を示します。 

 

１ 施設の概要 

施 設 名 横浜市民ギャラリーあざみ野 

所 在 地 青葉区あざみ野南一丁目１７番地３ 

構造・規模 鉄筋鉄骨コンクリート造地上 3階・地下 1階 

敷地・延床面積 敷地面積 4,283㎡  延床面積 7,899 ㎡／専有面積 1,975 ㎡ 

開 館 日 平成 17 年 10月 29日 

 

２ 指定管理者 

団 体 名 公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団 

所 在 地 横浜市中区山下町２ 産業貿易センタービル１階 

代 表 者 理事長 澄川 喜一 

設立年月日 平成 3年 7月 10 日 

指 定 期 間 平成 27 年 4月 1日から平成 32年 3月 31日まで 

 

３ 指定管理に係る業務方針 

（１）基本的な方針 

【指定管理期間中の使命】 

 横浜市が進める「文化芸術創造都市の全市展開」における地域活性化のモデルケースとして、

指定期間第３期の基本コンセプト「アートでつなぐ横浜らしいまちづくり」の実現に向け、横浜

市北部地域での存在感を高め、より一層のまちの魅力・活力の創出に取り組みます。 

 

【総合的な方針】 

１ アートで横浜らしいまちづくり 

  横浜らしい特色のある芸術文化を横浜の北部地域から発信し、まちの賑わいづくりやコミュ

ニティの活性化を図り、「誇れるまち・住み続けたいまち」の進展に貢献します。アートと日

常生活の関係を中長期的なテーマとして捉え、横浜市北部地域をはじめとする市民が大人から

子どもまで集い、アートと触れ合うことで、地域での生活、暮らしの場であるまちに活力を与

えるような取り組みを進めます。 
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２ アートで子どもの育みを応援 

  子どもは未来の宝です。アートの力で次世代を担う子どもの成長を応援します。豊かな感性

や創造性、表現力、コミュニケーション能力、思いやりの心、自立心の育みを応援します。開

館以来、当館の大きな柱である子どもへの取り組みをさらに充実させるとともに、学校との関

係、地域との関係を深め、子どもの生活とアートの力を結びつけ、全ての子どもにアートに触

れる機会が行き渡るように努めます。 

 

３ すべての人に開かれた運営  

  横浜市男女共同参画センター横浜北（以下「センター横浜北」）と共に、年齢、性別、人種、

国籍、障がいの有無などに関係なくすべての人を受け入れ尊重し、開かれた施設運営を行いま

す。 ハード・ソフトのバリアフリー化のさらなる促進、誰もが参加できるアートプログラム

の協働実施、障がい者によるアートの発信などに取り組みます。 

 

（２）29年度の業務の方針及び達成目標 

【全体業務について】 

  第 3期指定管理期間の 3年目として、平成 27年度及び平成 28年度事業を継承し、その発展

を図ります。 

これまでの実績と蓄積および反省点を踏まえ、子どもと主婦、高齢者層に加え、青年層から

中高年層（就学・就業年代）の取り込みを視野に入れた運営に取り組みます。 

美術（ファインアート）というジャンルを超えた、新たな芸術の動向を紹介し創造性溢れる

表現活動を幅広く育み、魅力ある横浜市北部地域のまちづくりに寄与します。 

 

①  事業について 

 企画展は年間３事業。27 年度、28年度と同時期に実施します。 

 夏休みには、子どもとアートを結びつける総合的なイベント「あざみ野こどもぎゃらりぃ」、

芸術の秋には、現在進行形のアートを紹介する「あざみ野コンテンポラリー」、新春には当館

の貴重な資源＝「横浜市所蔵カメラ・写真コレクション」（以下「カメラ・写真コレクション」）

を活用した展覧会と現代の写真表現を紹介する展覧会を同時開催する「あざみ野フォト・ア

ニュアル」を行います。展覧会ごとにターゲット戦略をたて、発信力のある展覧会とすると

ともに、緊密な広報展開を駆使して集客の拡大を目指します。 

  アトリエ事業では、「市民のためのプログラム」・「子どものためのプログラム」を継続実施

します。第３期指定管理から取り組んでいるカメラ・写真コレクションを活用したプログラ

ムは、当館ならではの個性ある事業として、更に内容を充実させます。 

  また、「あざみ野カレッジ」では、引き続き芸術文化の枠にとらわれない幅広い分野からの

題材を取り込むと共に、運営スキームのあり方の見直しを行います。 

  アウトリーチ事業については、横浜市芸術文化プラットフォーム事業のほかに、当館独自

の取り組みとして、横浜北部地域の小・中学校、文化施設、商業施設との連携も模索します。 

本年度は、「ヨコハマトリエンナーレ 2017」開催年にあたります。実行委員会との連携を 

図り、広報協力等を通し「ヨコハマトリエンナーレ 2017」の発信拠点として都心部の取り組 

みと横浜北部を結び付ける役割を担います。 
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 センター横浜北との共催事業（「あざみ野サロン」、「ロビーコンサート」等）においては、

施設の賑わい創出のための多彩な事業を展開します。また、横浜北部地域をはじめとした大

学等の教育機関と協働しインターン実習生・博物館実習生の受入や事業連携を実施していき

ます。 

 

②  運営について 

 引き続き、センター横浜北との協働で、利用者に居心地よい施設運営を行います。 

「ホスピタリティの向上と公平・公正」を運営の基本とし、利用者サービスの向上、バリ

アフリーの推進等、施設利用者や地域の利用者など、幅広い市民の意見を取り入れ、施設運

営に反映させるとともに利用者の芸術文化活動が最大限発揮できるよう、専門的なサポート

を行います。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

 貸館の展覧会であってもより多くの市民にご鑑賞いただき、展示する側と見る側の交流を

豊かにしていくことが「まちづくり」に重要な役割を果たすと考えられる事から、貸館によ

る展覧会の広報支援をより強化し、その充実に努めます。 

 

③  管理について 

 アートフォーラムあざみ野の施設・設備の維持管理業務を総括的に担う、センター横浜北

および管理委託会社と情報を共有し、ＰＤＣＡを徹底し、施設の長寿命化や環境への負荷軽

減に向けた管理を維持します。 

市民ギャラリーあざみ野の専有設備等については、ギャラリーとしての高い水準を保ち、

長寿命化を図るため、引き続き丁寧な維持管理を行っていきます。 

また、市民の貴重な財産である「横浜市所蔵カメラ・写真コレクション」の整理・保存を適

切に行うとともに、より効果的な活用策について更なる検討を進めます。 

 

④  その他について 

同じフロアに机を並べるセンター横浜北との緊密なる連携は、横浜市民ギャラリーあざみ

野が、自身のミッションを達成する上で必要不可欠です。 

両者が手を携え共通の施設名称である「アートフォーラムあざみ野」としての発展に向け、

課題解決に当たる施設運営システムを強化します。 

 

４ 業務の取組と達成指標 

(1) 事業について 

ア 市民の文化芸術活動の支援について 

[取組内容] 

●市民自ら行う文化芸術活動の「きっかけづ

くり」や継続的な活動、より専門的な活動

をお手伝いします。 

 

 

 

[達成指標] 

初級者向けの基礎を習得するワークショップ、  

中級者向けの技術や表現の向上をアーティスト

から学ぶワークショップを実施 

□市民のための講座・ワークショップ 

 年 10コース以上 

 年間参加者 延べ 800名以上 
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●さまざまなジャンルの達人やプロフェッシ

ョナルによる講座やワークショップで大人

の知的好奇心を刺激します。 

 

 

 

 

 

●複合施設の特徴を活かした企画展関連事

業、センター横浜北との共同企画でアート

フォーラムあざみ野の賑わい創出や顧客開

拓をします。 

 

●日ごろ文化芸術に触れる機会の少ない市民

を対象としたアートの出前事業を行い、市民

交流やコミュニティの活性化を図ることで創

造的なまちづくりを推進します。 

■平均満足度 4.6以上 

 

生活の中にある様々なテーマをとりあげる学び

の場 

□あざみ野カレッジ 

アート関連       年 3回 

 地域ほか広範囲な題材  年 3回 

 年間参加者 150名以上 

■平均満足度 4.5以上 

 

様々なジャンルのアートに取り組み、賑わいと新

規顧客を開拓 

□あざみ野サロン 

 企画展関連事業、その他舞台系  年 4回 

 

□地域アウトリーチ及び派遣型アウトリーチ  

年 1回 

□市民協働/地域連携型  年 1回 

 

イ 子どもたちをはじめとする、次世代育成について 

[取組内容] 

●アートを通して子どもの感性を磨き、主体

性を伸ばすとともに、創造の喜び、コミュ

ニケーション力、思いやりの心を育みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

作家や大人と一緒につくるワークショップも行

う展覧会を８月に実施 

□「あざみ野こどもぎゃらりぃ 2017」 １回 

  来場者 3,000 人以上 

□ 身体表現ワークショップ 1回以上実施 

 

アトリエを会場にアートと触れ合う事業を実施 

□アトリエ事業の年間参加者 延べ 9,000人以上 

①親子を対象とした、粘土、紙、絵具で遊びなが

ら学べる、造形・創造活動 

□ 親子のフリーゾーン（幼児と児童、保護者対

象）          月 3回 

□ 親子で造形ピクニック（個別支援学級や特別

支援学校に通う親子対象）月 1回 

□ 造形活動による学校支援  年 10回程度 

 

②プログラムごとに対象年齢を設定し、体験する

ことを大切にした幼児・児童向けの多彩なワー



 - 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クショップ 

□ 1日講座  年 11回 

□ 複数回（日）講座 年 2回 

■ 平均満足度 4.6以上 

 

③芸術文化面からの学校支援を行います。 

□学校アウトリーチ 

 横浜市芸術文化教育プログラム 3校以上 

 カメラ・写真に関連するアウトリーチ 1校 

□教師のためのプログラム 年 1回 

 

ウ アーティスト・クリエーターの支援と創造性を活かしたまちづくりについて 

[取組内容] 

●新しい表現に取り組む才能豊かなアーティ

ストを発掘し、紹介するだけでなく、市民

とアーティストの交流の場を設けて応援し

たくなる仕掛けをつくる。 

 

○ミニギャラリーを設置して、若手アーティ

ストや障がいのある人たちのアート作品を

発表する場を提供します。 

 

 

 

○センター横浜北との協働関係をさらに強化

し、文化芸術と男女共同参画の理念を融合

した事業や新たな利用者を開拓する事業を

展開することで、魅力あるまちづくりにつ

なげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域の人材を活用し、協働を強化します。

アートサポーターの活動を拡大し、運営や

[達成指標] 

企画展の関連事業として市民とアーティストが

交流する事業（トークイベント、ワークショップ

など） 

□コンテンポラリー展と写真展会期中 年 4回 

 

ホワイエに設置した展示ケースで新進アーティ

ストや障がいのある人たちの小品展 

□ショーケースギャラリー  年 4回 

□フェローアートギャラリー 年 4回 

□地域アウトリーチ（小展示）年１回 

 

①横浜のアーティスト、地域の方々が出演 

□ロビーコンサート 年 24回 

 （ジュニアコーラス成果発表会１回を含む） 

□ジュニアコーラスワークショップ 1コース 

 

②アーティストや障がいのある人たちのアート

作品を発表・販売する場を支援 

□あざみ野マルシェ/アートワゴン 年 8回以上 

 

③男女共同参画等を題材とした大衆芸能公演の

制作・発表 

□「落語・講談・浪曲 三者三様 女流芸人そろ

い踏み演芸会」年 1回 

 

④アートサポーターとの協働 

□ワークショップ 年 2回以上 
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広報活動への積極的な参加を促します。地

元の団体やマイスターを活用した講座やワ

ークショップを実施します。 

 

 

 

 

○青葉区が展開する６大学連携事業、横浜市

北部 4 区の大学と連携を図り、人材の交流

やコミュニティの活性化を推進します。 

 

 

⑤全館挙げてのイベント 

□アートフォーラムフェスティバル 2017 への 

参画 

□あおば美術公募展 7月 

□青葉区民芸術祭 11月 

 

□大学との情報共有や事業連携を図る 随時 

 

 

エ 横浜らしい先進的な文化芸術の市民への発信について 

[取組内容] 

●企画展では、コンテンポラリーアートを中

核により多くの市民に足を運んでいただけ

るよう「横浜らしさ」「親しみやすさ」「暮

らしに身近な」をコンセプトに展開し、「誇

れるまち・住み続けたいまち」の進展に貢

献します。 

 

●「ヨコハマトリエンナーレ 2017」関連 

[達成指標] 

□企画展「あざみ野コンテンポラリーVol.8」

（10月） 

 来場者3,000人以上 

■平均満足度4.6以上 

 

 

 

□横浜北部の芸術拠点として、「ヨコハマトリエ 

ンナーレ2017」情報発信や関連事業の実施 

 

オ カメラ・写真コレクションの展示・保存・調査研究・教育普及について 

[取組内容] 

●コレクションを最適な環境で保存し、貴重

なコレクションを劣化させることなく、次

代に引き継ぎます。 

 

 

 

 

 

 

●コレクションを活用した鑑賞の機会を提供

し、カメラ・写真ファンの要望に応えると

ともに、市民に分かりやすくカメラや写真

の歴史を伝え、カメラ・写真文化に親しん

でいただきます。同時に、日本における写

[達成指標] 

■データベース整備 

 カメラ以外 95％ 

（カメラについては、28年度完了） 

○「近現代美術作品の保存修復に関する研究」に 

参加 

○作品の状態確認、修復 

□収蔵環境の調査を実施 

○貸出、熟覧への柔軟な対応 

 

①『フォト・ヨコハマ』の時期に合わせて、横浜

市所蔵カメラ・写真コレクション＆写真企画展

を実施 

□「あざみ野フォト･アニュアル」 

 来場者 3,000人以上 
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真発祥の地の一つといわれる横浜市の映像

文化都市づくりに貢献します。 

■平均満足度4.6以上 

 

②テーマを設定し、ロビーに設置したケース内で

紹介する小展示  

□「Gallery in the Lobby」 年 4回  

 

③ワークショップや講座を通じて、カメラや写真

制作に関わる理解を推進 

 

(2) 運営について 

ア 市民の文化芸術活動の支援について 

[取組内容] 

●施設営業 

 緊急に全館休館が必要な修繕が発生しない 

よう適切な管理に努め、広く市民に施設を 

提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●貸館 

 利用の際のアドバイスを充実させ、利用者

の制作活動や発表の場で最大限の成果が得

られるように支援します。 

 

 

●文化芸術創造活動発表を行う団体等への各

種支援 

 施設利用者の広報協力ほか専門施設ならで

はの支援をします。また、ご利用を検討中

の方や利用抽選に外れた方への丁寧な対応

をします。 

 

 

 

 

[達成指標] 

□開館 

 営業日 347日 

 休館日 毎月第 4月曜日、年末年始 

□利用料金 

入場料等 無料 有料  

展示室１ 10,500 21,000  

展示室２ 9,500 19,000  

 

時間帯 

9:00 

～12:30 

13:00 

～16:30 

17:00 

～20:30 

ｱﾄﾘｴ 平日 5,000 6,000 6,000 

土日祝日 7,000 7,000 7,000 

 

■利用率の目標 

 展示室Ⅰ、Ⅱとも    95％ 

 アトリエ コマ単位  63％ 

      日にち単位 93％ 

      夜間コマ  36％ 

 

■展示構成の専門性の高いアドバイスの実施 

■広報の協力 

・展覧会情報を情報誌『アートあざみ野』で紹介 

・チラシや案内ハガキをエントランスに判りやす

く配架 

・展覧会の風景写真をホームページで紹介 

■問合せへの的確で丁寧な対応、現場視察への対

応 
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●施設提供に関する利用者サービスを実施し

ます 

■ホームページでの施設情報提供 

■市内外ギャラリー情報の提供 

■平成 29年 10月から展示室の利用単位を火曜日

から月曜日とし、来館者が多い日曜日の使い勝

手を向上させます 

■アトリエの新規利用者開拓と利用促進のため、

2つの割引を実施します 

 夜間割引 17:00～20:30施設利用料半額割引 

 学生割引 全時間帯 一律 1,000円割引 

■利用期間中の物品預かり 

 

イ 利用促進、利用者サービスの向上及びアイディア、ノウハウの提案について 

[目指す成果] 

●利用者/来館者の声を常に最前線で聞き、サ

ービスを向上させ、利用者満足度を高めま

す。また、来館者だけでなく、潜在的なニ

ーズを把握し、来館者増につなげます。 

 

●要望や苦情への対応、運営改善 

[取組内容及び達成指標] 

■アンケートによる展示室利用者の満足度 

 4.6以上 

 

 

 

■利用者のクレームや意見を館内職員で情報共

有し、迅速な運営改善につなげます。 

 

ウ 組織的な施設運営について 

[取組内容] 

●専門職員、管理・運営職員ともに適切な人

材を配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

●適切かつ効果的な勤務体制を確立 

 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

□人材の配置について 

項目 人数 備考 

館長 1人  

副館長 1人  

美術専門ｽﾀｯﾌ 4人  

施設管理運営 4人  

常勤アルバイト 2人  

※ 企画展や講座等の実施に合わせた短期アルバ

イトの雇用あり。 

 

□勤務体制について 

基本：早番（8：45～17：30）2名 

   遅番（12：30～21：15）2名 

   （全職員によるローテーション制） 

 

■繁閑に応じて柔軟なシフトを組み、職員のワー
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●切れ目のない責任体制の維持 

 

クライフバランスに合わせた勤務と効率的な運

営を両立させ、良質な利用者サービスを提供し

ます。 

■館長・副館長不在時の代行者を明確にし、責任体

制を維持します。 

 

エ 本市の重要施策を踏まえた取組みについて 

[取組内容] 

●適正な個人情報保護・情報公開 

 

 

 

 

 

 

 

●人権尊重 

 

 

●環境への配慮 

 

 

 

 

●市内中小企業への優先発注 

[達成指標] 

 横浜市の発信する情報や指定管理者研修会へ

の参加等を通して重要施策を理解し、積極的に協

力します。 

 また、当財団のコンプライアンス委員会におけ

る議論や情報を共有し、職員のコンプライアンス

意識を高めます。 

■個人情報は規程及びマニュアルに基づき適切

に取り扱います。 

■すべての人に開かれた施設として公平・公正な

施設運営のため、人権尊重の取組みを大切にし

ます。 

■ゴミを適切に分別し、排出量を抑えます。利用

者にはゴミの持ち帰りの原則を徹底し、必要な

場合はゴミ袋を有料で販売します。 

■電気とガスの使用量を前年度並みに抑制しま

す。 

■物品購入・委託等は、アーティスト指定や市外

業者のみが取り扱うものを除き、市内業者に発

注します。 

 

(3) 管理について 

ア 施設及び設備、備品の維持保全及び管理について 

[取組内容] 

●共用部分については、アートフォーラムの

中長期修繕計画を策定し、それに基づく管

理を適性に実施するとともに必要な経費を

負担します。 

 

 

 

 

 

[達成指標] 

アートフォーラムでは、日常的に共用部分・専用

部分の区別無く、全職員（ギャラリーあざみ野、

センター横浜北、管理委託会社）が協力して、施

設・設備・備品の維持管理を行います。 

□電気・空調・衛生設備・昇降機点検、建築基準  

 法 12条に基づく点検     法定通り実施 

□ＡＥＤを設置。操作研修    年１回 

□センター横浜北、管理委託会社との管理検討会      

                年 1回  
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●専有部分についても中長期的な視点に立

ち、総合的な保全管理に取組みます。 

□横浜市が策定する「維持保全の手引き」および

「施設管理者点検マニュアル」に基づく点検・

報告             随時 

□展示室壁面の塗り直し     年１回 

 

イ 小破修繕への取組 

[取組内容] 

●小破修繕については、センター横浜北およ

び管理委託会社・設備点検業者とともに、

遺漏無く早期発見、対応を行い、建物・設

備の長寿命化を図ります。また、クレーム

の無い、快適な環境を維持します。 

[達成指標] 

■不具合を早期発見し、修繕必要箇所に迅速に対

応します。 

■適切で効率的な維持保全及び管理により、良好

な状態を保持し、クレームの無い快適な環境維

持を目指します。 

 

ウ カメラ・写真コレクションの適切な収蔵、保管について 

[取組内容] 

●貴重なコレクションを良好な状態で次代に

引継ぎ、最大限活用するために、適切な収

蔵、保管にあたります。 

 

 

 

 

[達成指標] 

□展示室内環境は、年間通して温度 20℃±2℃、

湿度 50％±2％ 

■pH値を定期的に測定し、測定結果に応じたケミ

カルフィルターを設置 

□文化財喰害虫生息調査     年 8回実施 

□庫内点検、定期的な清掃を実施 月 1回 

■東京都写真美術館、日本カメラ博物館、横浜美

術館などの専門機関と協力・連携 

 

 エ 事故防止策・緊急時(防犯)の対応、防災に対する取り組みについて 

[取組内容] 

●アートフォーラムでは、全職員（ギャラリ

ーあざみ野、センター横浜北、管理委託会

社）が、日常的に危険箇所や不審者等を早

期に発見し、対処します。 

 

●緊急時には「利用者の安全第一」と「迅速

さ」を基本方針にとして対応します。 

 

 

 

 

●防災の取組みとして近隣の防災拠点として

[達成指標] 

■これまで蓄積してきた各種マニュアルを常に

見直し、新たな危機の想定など、必要に応じた

更新・改訂をしていきます 

 

 

■安全管理マニュアルを見直し、必要に応じて更

新します。 

■常に全職員がマニュアルを理解するように定

期的確認行動を図り、危機の際には「アートフ

ォーラムあざみ野」全職員が一致して対応しま

す。 

□センター横浜北との合同防災訓練 年 2回 
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の役割を担います。 □帰宅困難者一時滞在施設対応訓練 年 1回 

 

 

 

 (4) その他 

ア 広報の充実について 

[取組内容] 

●ホームページの内容を充実させ、最新の情

報を発信します。 

 

 

●より多くの市民に情報が行き渡るように

様々な広報媒体を活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○センター横浜北との広報協力を行い、相乗

効果を発揮します。 

[達成指標] 

□ホームページ更新 週１回以上 

□ホームページアクセス件数年間 50万件以上 

□メールマガジン 月 1 回の定期配信 

 

□情報誌「アートあざみ野」 年 3回以上発行 

□企画展の広報 有料広告等の効果的な活用（年

3回） 

■無料媒体（フリーペーパー、「広報よこはま」な

ど） 

  月 1回以上掲載 

■事業内容や想定対象層等を踏まえて、効果的な

媒体を選択し、コストパフォーマンスの高い集

中広報を行います。 

 

□センター横浜北との随時情報交換（年 12回） 

 

 

５ 収支について 

(1)指定管理料のみに依存しない収入構造について 

 [取組内容] 

●自主事業の一部については、指定管理料を 

 充当せずに行います。 

●利用料金収入を安定的に確保します。 

 

●助成金・協賛金、現物協賛の獲得を目指し

ます。 

[達成指標] 

□収支ゼロ若しくは黒字で行う自主事業 

             年間 44万円以上 

□利用料金収入（施設・駐車場） 

 年間 1,295万円以上 

□助成金を 2件以上申請。協賛金・広告料とあわ

せて外部資金を獲得      100万円以上 

 

(2)経費削減等効率的運営の努力 

[取組内容] 

○経費削減、効率的運営を行います。 

[達成指標] 

■センター横浜北とも協力し、施設管理にかかる

委託費を前年度並みに抑制 
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６．PDCAサイクルの確実な運用 

[取組内容] 

●PDCA サイクルの基本指標となる日報、月報

の作成・管理を確実に行います。

●事業計画書・事業報告書の作成・管理を行

います。

●業務評価を実施します。

[達成指標] 

□業務日報の作成 毎日

□月報と月締め完了確認書を作成

□モニタリング  月 1回 

□事業計画書・事業報告書の作成

事業計画に沿って成果が見える報告書を作成

□月例モニタリング   月 1回 

□自己評価（仮決算含む） 年 2回

□横浜市第三者評価 年 1回 

７．その他 

[取組内容] 

●市民の生命と安全を守ることを第一義とし

て、適切な保険に加入し、万一に備えます。 

●関係法令を順守し、公的機関としての役割

を果たします。

●よりよい市民サービスの提供を目指し、市

及び関係機関との連絡調整を行います。

[達成指標] 

〇施設賠償保険は館内すべてを対象とするため、

アートフォーラムあざみ野としてセンター横

浜北が契約し、費用については応分負担しま

す。 

●作品借用や施設外事業、ボランティアに係る保

険契約については、個別に契約し、賠償請求に

ついて対応します。

■現行の関係法令を遵守するとともに、法令改正

に気を配り、契約等の前に確認を行います

■事故や不具合時は即日報告とし、随時共有しま

す。



平成29年度　横浜市民ギャラリーあざみ野　事業一覧　

No. 実施時期
主催・共

催・協力等
事業名 会場 事業内容

入場者・参加者数
見込み（人）

実施回
数

1 7月-8月 主催 市民のためのプログラム（入門編）① アトリエ 初級者向けの、絵画・陶芸・版画・写真等の基礎を習得するワークショップ。 120 6

2 5月-7月 主催 市民のためのプログラム（入門編）② アトリエ 初級者向けの、絵画・陶芸・版画・写真等の基礎を習得するワークショップ。 120 6

3 通年 主催
市民のためのプログラム（中級編）①
「ヌードクロッキー」

アトリエ
中級者向けの技術や表現の向上をアーティストから学ぶワークショップな
ど。

320 16

4 9月-10月 主催 市民のためのプログラム（中級編）② アトリエ
中級者向けの技術や表現の向上をアーティストから学ぶワークショップな
ど。

80 4

5 2月-3月 主催 市民のためのプログラム（中級編）③ アトリエ
中級者向けの技術や表現の向上をアーティストから学ぶワークショップな
ど。

80 4

6 10月-2月 主催 アーティストに学ぶ アトリエ
企画展やショーケースギャラリー出品者を講師に、制作法や表現法を学ぶ。
年2回

40 2

7 通年 主催 あざみ野カレッジ アトリエ
幅広いジャンルの、大人の知的好奇心を刺激する講座やワークショップを通
して、地域づくりやまちの活性化につなげる。

150 6

8 4月-3月 共催 あざみ野サロン レクチャールーム　他
美術以外のジャンルにまたがる事業。基本男女参画センター横浜北との共
同主催。ギャラリー制作事業は、音楽系1事業、映像系2事業、映像＋音楽
系1事業を予定。

420 4

9 2月 その他 地域アウトリーチ事業 施設外
地域で活躍する市民と協働し、アートを通した市民の交流、まちの賑わいづ
くり、コミュニティ活性化を目指す。

― 1

10 8月 主催 あざみ野こどもぎゃらりぃ（企画展①） 展示室１，２
子どもから大人まで楽しめる内容の、自由参加型のワークショップもある展
覧会。

3,000 1

11 通年 主催
子どものためのプログラム
親子のフリーゾーン

アトリエ えのぐ、ねんど、かみをつかって親子で自由に遊べる造形広場。毎月3回 8,800 36

12 通年 主催
子どものためのプログラム
親子で造形ピクニック、学校利用

アトリエ
特別支援学校や個別支援学級に通う子ども（と保護者）を対象に自分の
ペースで関わる造形広場。毎月1回＋10回程度

300 22

13 通年 主催 子どものためのプログラム【1日講座】 アトリエ
年中・年長・小学校低学年・高学年を対象に、自己表現したくなる気持ちを
育む造形講座。

200 11

14 通年 主催
子どものためのプログラム【複数日(回）講
座】

アトリエ
小学校高学年を対象に時間をかけてじっくり技法や表現に取り組む造形講
座。

95 2

15 通年 協力等
横浜市芸術文化教育プラットフォーム
学校プログラム

市内小・中学校
「横浜市芸術文化教育プログラム」に参加し、近隣の小中学校を中心に美
術、カメラ・写真に関連するアウトリーチ事業を実施する。3校以上実施。

250 3

16 通年 主催 教師のためのプログラム アトリエ
中学校の美術の先生と連携して行う、教育現場での次世代育成をサポート
する事業。

10 1

17 4月-3月 主催 ショーケースギャラリー エントランス
エントランスロビーに設置した展示ケースで新進アーティストの小品展を実
施。

- 4

18 4月-3月 主催 フェローアートギャラリー ２階ロビー
障がいのある人たちの多様な表現を紹介することを通して、障がいのあるな
しを超えた豊かな関係性が築かれていくことを目指す。共有スペースに展
示。

- 4

19 通年 共催 ロビーコンサート エントランスロビー
男女共同参画センター横浜北と共催で行うロビーコンサート。原則月2回年
24回を予定

2,040 24

20 11月-12月 主催 クリスマスジュニアコーラス アトリエ、ロビー他 小学生対象の合唱。ワークショップ10回程度と本番（ロビーコンサート） 300 10

21 通年 主催 あざみ野アートワゴン＆マルシェ エントランスロビー
アーティストや福祉施設の特設ショップ「あざみ野アートワゴン」と、
障がいのある方々が作った美味しい品物がずらりと並ぶ「あざみ野マル
シェ」。

出店者延べ100 8

22 11月 主催 女流芸人そろい踏み演芸会 併合施設内
落語・講談・浪曲･･･大衆芸能を代表するそれぞれの芸に魅せられ、その第
一線で活躍する元気いっぱいな女流芸人が一堂に会し展開する演芸会。

150 1

23 5月-12月 主催 アートサポーターによるワークショップ エントランスロビー
アートサポーターや市民団体と一緒に子ども向けのワークショップ等を行い
多様な年齢層が交流する場をつくる。

300 2

24 10月 共催 アートフォーラムフェスティバル アートフォーラム全館 男女参画センター横浜北と合同で行う、全館挙げてのお祭り 3,000 1

25 7月 共催 あおば美術公募展 展示室1･2 青葉区との共催による市民美術作品の公募展。 4,000 1

26 11月 共催 青葉区民芸術祭 展示室1･2 青葉区主催による芸術祭参加作品の展示会。 4,000 1
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27 通年 その他 大学連携 施設内外
横浜北部地域の大学と連携し、インターンの受け入れや、協働して施設とま
ちの魅力づくり活動を実施。

120 2

28 10月 主催 あざみ野コンテンポラリーVol.8(企画展②） 展示室１，２ 現代のアーティストのさまざまな表現活動を紹介する展覧会。 3,000 1

29 8月-11月 主催 「ヨコハマトリエンナーレ2017」関連事業 -
ヨコハマトリエンナーレ実行委員会との連携を図り、広報協力等を通し2017」
の発信拠点として都心部の取り組みと横浜北部を結び付ける役割を担う。

- 2

30 通年 その他
カメラ・写真の保存・修復、データベースの整
理

- 収蔵品の適切な管理・保存業務。収蔵庫データーベース整理。 - 1

31 1月-2月 主催 あざみ野フォトアニュアル（企画展③） 展示室１，２ コレクション展と現代の写真表現を紹介する企画展を同時開催。 3,000 1

32 通年 主催 Gallery in the Lobby エントランスロビー コレクションの魅力を広く紹介するための公開（ロビー展示）。 - 4

33 通年 主催 情報誌「アートあざみ野」発行 - 情報誌の発行 - 4

34 通年 主催 Gallery on the Magazine -
「アートあざみ野」誌上にて、カメラ・写真コレクションから資料を選択し、分か
りやすい解説を載せる。

- 4

35 通年 主催 Gallery on the Web Webページ上 ホームページでコレクションの一部を画像と共に紹介。随時更新。 - 1
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160,000,000 160,000,000 160,000,000
9,455,000 9,455,000 9,455,000

5,112,000 5,112,000 5,112,000

4,378,000 0 4,378,000 0 4,378,000
8,000 8,000 8,000

750,000 750,000 750,000
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250,000 250,000 250,000

0 0 0
185,000 185,000 185,000

0 0 0
30,000 30,000 30,000

34,855,000 0 34,855,000 0 34,855,000

34,855,000 34,855,000 34,855,000

58,150,000 0 58,150,000 0 58,150,000
15,650,000 0 15,650,000 0 15,650,000
10,000,000 10,000,000 10,000,000
3,700,000 3,700,000 3,700,000
1,950,000 1,950,000 1,950,000

0 0 0

2,000,000 2,000,000 2,000,000
176,000 176,000 176,000

40,324,000 0 40,324,000 0 40,324,000
2,230,000 2,230,000 2,230,000
511,000 511,000 511,000
960,000 960,000 960,000
265,000 265,000 265,000
538,000 538,000 538,000

35,820,000 35,820,000 35,820,000

0 0
6,148,000 0 6,148,000 0 6,148,000

57,000 57,000 57,000
6,018,000 6,018,000 6,018,000

73,000 73,000 73,000
0 0

6,900,000 0 6,900,000 0 6,900,000
6,900,000 6,900,000 6,900,000

0 0
178,945,000 0 178,945,000 0 178,945,000

0 0 0 0 0
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